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２つの箱の一方に正の情動（歓喜）、他方に負の情動（恐怖）
を引き起こす物体を入れ、いずれかの箱の内容をモデル個体
に見せた後、それを観察していたテスト個体に箱を選択させる
と、テスト個体は、箱の内容自体は見ていないにもかかわらず、
モデル個体の正の情動的反応を見たときにはその箱を、負の
情動的反応を見たときには反対側の箱を選択した。つまり、フ
サオマキザルは、他者の情動的反応を認識し、その原因を推
理し、自身の行動を適応的に調節できる。

フサオマキザルによる他個体の
情動の認識とその原因の推理
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一方に怖い物体／他方にうれしい物体

モデルテスト個体

0

2

4

6

8

10

12

Heiji Pigmon Zinnia Zen Zilla Kiki Theta

N
um

be
r o

f t
ria

ls
 th

at
 s

ub
je

ct
 m

on
ke

ys
  .

ch
os

e 
th

e 
op

en
ed

 c
on

ta
in

er

Negative
Neutral
Positive

開けられた箱の方を選択した回数

Subjects


